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　港湾工事で新技術の導入を促進しようと、国土
交通省が「港湾工事における〝新技術カタログ〟～
設計段階からの新技術導入検討のために」を策定
した。激甚化・頻発化する自然災害や気候変動へ
の対応、生産性向上、カーボンニュートラル（CN）
の実現など、多様化・複雑化する政策ニーズに的
確に対応するのが狙いという。海洋土木会社らが
開発した新技術の導入を設計段階から検討する発
注者や設計コンサルタントらに参考資料として役
立ててもらう。
 　3月26日に第1弾として公表されたカタログの
技術テーマは「桟橋上部工の施工作業効率化」と
「吸い出し防止対策」。国交省が2023年11月に設
置した「港湾工事における設計段階からの新技術
導入促進委員会」（委員長・善功企九州大学名誉
教授）の学識者らの意見を踏まえ、全国的に共通
する現場ニーズに対応してこの二つのテーマが選
ばれ、同11月29日から12月27日にかけて掲載す
る技術情報を民間企業などから募集した。
　新技術情報を募集した二つのテーマのうち、桟
橋上部工の施工作業効率化は、従来、鉄筋コンク
リートの現場打設が行われていた桟橋上部工の施
工作業を効率化するために、桟橋上部工の溶接な
ど床版の連結作業を不要とする工法や、工場で製
作したプレキャスト（PCa）部材などの活用による
施工作業の効率化・省力化を期待する現場ニーズ

に対応する。募集の結果、海洋土木会社などが開
発した17の技術が今回、カタログに記載された。
　一方、吸い出し防止対策は、防砂板・砂防シー
トの損傷など防砂機能をより長期間保持できる対
策が期待される状況を踏まえて、現場ニーズに対
応した新技術テーマに設定。こちらは応募のあっ
た12の技術がカタログに記載された。
　テーマごとに選定された新技術の一覧には、設
計段階での導入検討の参考情報として▽従来技術
との比較▽技術開発段階・採用実績▽技術の登
録状況等（港湾関連民間技術の確認審査・評価事
業〈ECPAT〉、新技術情報提供システム〈NETIS〉、
特許情報など）▽留意事項▽カタログ掲載時期―
を記載している。各技術の個別紹介欄には、技術
的概要や対象工種、施工可能地域、問い合わせ先
となる担当者の連絡先などが明記されており、発
注者や設計コンサルタントなどが設計段階で導入
の検討にあたって参考としたり、必要に応じて問
い合わせを行ったりできるようにする。
　カタログを公表した段階で国交省港湾局は、直
轄港湾工事を発注する北海道開発局、地方整備
局や内閣府沖縄総合事務局の担当部局にその内容
を周知した。個別案件の設計を行う上で、設計コ
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【“技術カタログ”の利活用イメージ】

ンサルタントにカタログ情報を伝えて現場の課題
に対応した技術的な検討を行う際のカタログの利
用を促していく。
　カタログ利用の具体例として国交省では「桟橋
上部工の案件において、工期的な制約などから現
場の生産性を高めたい場合、カタログに記載され
た複数のプレキャスト技術を参考にして設計に反
映することなどが考えられるのではないか」（港湾
局参事官〈港湾情報化〉室）としている。
　国交省では、現場ニーズに対応する新技術情報
を掲載するカタログを拡充していく方針だ。今回
の2テーマに掲載する技術を追加で募集すること
を検討するほか、他の現場ニーズを学識者らの意
見も参考に設定して、23年度と同様の手順でカタ
ログに掲載する新技術の情報を募集して公表でき
るようにする。
　カタログの内容について国交省は、ホームペー
ジなどを通じて広く紹介することで設計段階から
の新技術導入に向けた参考資料として活用しても
らう以外に、新技術を開発する側が技術開発テー
マを選定する際の基礎情報として利用するなど、
現場ニーズに即した技術の開発が一段と進むよう
な環境整備にもつなげていきたい考えだ。

港湾工事の設計段階から新技術導入を促進
～ 国土交通省が２テーマでカタログ公表 ～

○ 「技術カタログの策定・公表を通じた設計
    段階からの新技術の更なる導入促進に向け
    た環境整備」 の構築・運営支援
　（１）技術カタログの策定・公表に向けた助言
　（２）技術カタログの継続的なフォローアップ
　　　  に関する助言
　（３）技術カタログの充実・有効活用方法、
　　　 さらに実効性を高めるための工夫に関 
　　　 する助言

○ 上記システム以外の新技術の更なる導入促進 
　 に向けた検討
　（１）技術カタログに加えて、設計段階から
 　　　の新技術の更なる導入促進に向けた取
           組みに関する助言
　（２）新技術の更なる導入促進に向けた取組み
　　　 に関する助言

委員会の役割
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【桟橋上部工の施工作業効率化】 【吸い出し防止対策】

CI-CMC-HA工法による吸出し防止イメージ フライアッシュ被覆材による吸出し防止の技術イメージプレキャスト部材の架設イメージ PCaブロック据付状況

国土交通省ホームページ
「港湾工事における設計段階からの新技術導入促進」URL
https://www.mlit.go.jp/kowan/kowan_fr5_000098.html




